
<自主的努力項目記入書式> 

提携先 記入日 

登録消 
費材名 

Ⅰ.これまでに努力してきたことや，生産条件の限界性など 

Ⅱ.前年度に努力したことへの評価(成果や課題) 

Ⅲ.上記の成果や課題につながる今年度の努力目標､または今年度の新たな努力目標 
1.5S活動を継続します。専門業者の指導や研修を受け、新たな視点での強化を図ります。 
2.事故クレームを分析し、事故を未然に防ぐ対策を実行します。また起こってしまった事 
故、クレームへの対処、報告を迅速に行います。 
3.人員不足はほぼ解消しましたが、新しいワーカーズメンバーへの教育を進める必要があり 
ます。作業面、製造管理面での研修を計画的に行います。 

中華肉まんじゅう、中華あんまんじゅう、ピザまんじゅう、中華キムチまんじゅ 
う、ぶたまん、割包 

㈱オルタフーズ 2009/9/18 

1.可能な限り生活クラブ原材料を使用、原材料のない物についても生活クラブ提携生産者、 
国産原材料を使用、包材についても無添加包材への変更を進めています。 
2.国産小麦粉使用の生地は、粉のロット、気候変化により仕上がり状態が異なり、温度、水 
分、ミキシング時間など微妙な見極めを行いながら製造しています。 
3.07年度から、5S活動を計画的に実施しています。 
4.日々の作業や清掃中に工場内で発見された異物を報告する｢工場内異物発見運動｣を継続し 
て行い、混入事故の防止、作業者の意識向上、危機管理に繋げています。 

・ 5S活動を計画的に進めました。年度始めに工場の現状、課題を抽出し、優先順位をつけて 
活動を展開することで、マンネリ化を防ぐようにしています。3年目に入り整理、整頓の習慣 
化が進みました。また重点清掃を見直し、工場内の清潔に努めました。 
・｢事故クレーム｣「工場内異物事前発見運動」の歴年データを生かし、異物混入、品質異 
常、包材関連の事故を分析し、対策を進めました。 
・ 異常処置体制、危機管理体制の強化に取り組みました。マニュアル、連絡チャート、判断 
基準を整備し、メンバーに共有化しました。 
・ 人員確保に努め、適正人員をほぼ確保しました。工程検証、作業改善を進めるとともに、 
計画的に新人研修を行い無理のない安定した製造を行うことができました。


